
 

 

 
 

大津市内の保育所において発生した交通事故への対応について 

１.本県の救急医療体制 

 以下の４体制で対応している。 

  ・医療機関への搬送までに救急救命士が救急救命処置を行う病院前救護体制 

  ・入院治療が必要ない程度の治療を診療所や休日急患診療所で行う初期救急医療体制 

  ・入院治療を必要とする医療を救急告示病院等で行う二次救急医療体制 

  ・重篤な救急患者の治療を必要とする医療を救命救急センターで行う三次救急医療体制 

 

  救急医療体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

救急医療の流れ 
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２.5月８日に発生した交通事故における対応 

 ①トリアージは、傷病者数がその時点で事故現場で対応できる救急隊数を超えた場合に「正しい患者

を、正しい場所へ、正しい時間内に搬送すること」を目的として実施する。今回は、その状況にあ

ったため、事故現場に先着した救急隊がトリアージを開始した。 

②トリアージの結果、医師が事故現場に到着するまでに搬送した傷病者も存在する。 

 ③その後、消防の救急車で事故現場に到着した医師が傷病者全体を診て、医療機関へ搬送するまでに

治療を開始する必要のある傷病者はいないことを確認した。 

④医師は次の項目を基に総合的に搬送順位および搬送先を決定した。 

・救急隊の実施したトリアージ結果 

・滋賀県メディカルコントロール協議会で策定している「傷病者の搬送および受入れに関する基準」 

の専門性における搬送先医療機関のフロー図および医療機関リスト 

・医療機関への照会結果 

・医師としての知見 

 ⑤その結果、事故に遭遇した園児および保育士計16名のうち、救急車で医療機関に搬送された15名

の搬送先および内訳は次のとおりである。 

   ・大津赤十字病院(高度救命救急センター) 

     重症３名、軽症３名、死者１名(医療機関で死亡確認) 

   ・市立大津市民病院(二次救急医療機関) 

     重症１名、中等症１名、死者１名(医療機関で死亡確認) 

   ・滋賀医科大学医学部附属病院(二次救急医療機関) 

     中等症４名 

   ・独立行政法人地域医療推進機構滋賀病院(二次救急医療機関) 

     軽症１名 

 

 

 

 

【参考】 

 ○トリアージ区分 

   ・区分Ⅰ(赤)…最優先治療群 

   ・区分Ⅱ(黄)…待機治療群 

   ・区分Ⅲ(緑)…治療不要もしくは軽処置群 

   ・区分０(黒)…上記対象以外(心肺停止、救命困難など) 

                             





　医療機関リスト（実施基準から抜粋）

【緊急性・専門性】（表１）
特殊性

(1) (2) (3) (4) (1)
(1) (2) (3) (4) (5)

脳卒中
心筋
梗塞

外傷 中毒 熱傷

○ ○ 大津赤十字病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ 大津市民病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △
○ 大津赤十字志賀病院 △ △ △ △ △ △ △ △ △
○ 滋賀医科大学医学部附属病院 ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ 地域医療機能推進機構滋賀病院 △ △ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △
○ 琵琶湖大橋病院 ○ ○ △ △ △ △ △ △

○ ○ 済生会滋賀県病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 近江草津徳洲会病院 △ △ 　 △ △ △ △ △ △ 　 〇 △ ○ 　 ○ ○ ○ ○ △
○ 草津総合病院 ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ 滋賀県立総合病院 ○ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △
○ 済生会守山市民病院 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
○ 野洲病院 　 △ 　 △ △ ○ △ ○ 　 △ △ △
○ 信楽中央病院 △ △ △ △ △ △ △ △
○ 甲南病院 △ △ △ ○ 　 △ △ △ 　 △ △ △ △
○ 公立甲賀病院 ○ ○ ○ ○ △ △ ○ △ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ 生田病院 △ 　 △ ○ ○ ○ △ △ △

○ ○ 近江八幡市立総合医療センター ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ 国立病院機構東近江総合医療センター ○ △ △ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇
○ 湖東記念病院 ○ ○ ○ △ △ △ △ ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ △
○ 東近江敬愛病院 △ ○ △ △ △ △ ○ △ △ ○
○ 能登川病院 △ △ △ △ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○
○ 日野記念病院 △ ○ △ ○ △ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ 彦根市立病院 ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ △ △
○ 彦根中央病院 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
○ 友仁山崎病院 　 △ △ △ △ △
○ 豊郷病院 △ △ △ △ △ △

○ ○ 長浜赤十字病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ △ ○
○ 市立長浜病院 ○ ○ ○ ○ △ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △
○ 長浜市立湖北病院 △ △ △ △ ○ △ 　 　 △ △ △
○ 高島市民病院 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
○ マキノ病院 △ △ △ △ △ △ △

　※滋賀医科大学医学部附属病院は、救命救急センターの後方支援病院としての機能を備える。
　※県立総合病院は、循環器系疾患・脳神経系疾患を中心とした三次的救急医療を担っている。
  ※緊急性・専門性の「○」…対応できる専門医が常勤で勤務しており、24時間365日体制で対応できるもの（オンコール対応も含む。）
  ※緊急性・専門性の「△」…対応できる専門医が常勤で勤務しており、時間帯によっては対応できるもの（オンコール対応も含む。）
  ※内科系・外科系の「○」…24時間365日対応できるもの（オンコール対応も含む。）
  ※内科系・外科系の「△」…時間帯によっては対応できるもの（オンコール対応も含む。）

傷病者の搬送および受入れの実施に関する基準
　救急搬送において、受入医療機関の選定が困難な事例が全国で発生し、平成21年に消防法が改正され、各都道府県で消防機関や医療機関が参画する協議会を設置し、

「傷病者の搬送および受入れの実施に関する基準」を策定することが義務付けられた。
　本県では「滋賀県メディカルコントロール協議会」において策定。今後も必要な見直しを行っていく。
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湖西


